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要約 

イ ー・ タンス ー・ スター・ ー （ タンス ー と ）は性

の一 で 先 的な の一 もしくは 欠 び 子 欠 の である。 タンス ー の

性は の発育 また の きは 常と じであるが を迎えず 多くの場合 思 期で を

ることを特 とする。1961 年に生まれた 名であり タンス ー 研究の を った 4 人の

研究者の名 から 名された。性 の中でも特 的なのは 特に となる 療がないこと

である。 って 療 関との ながりが われやすいという特 がある。 を するものの子 のない

タンス ー 性において 本 で自 の 子を用いた子を という は事実上 在し

ないが 年 代理 や子 などの生 療の 者として タンス ー の名 があがって

いる。 学の進展の一 心理 的 からは たちの実 に いては できていない。そ

の心理的支援の 要性に いて えると タンス ー は 気 かれない であるた

の人たちと感 や をシ アし らいこと に しやすいた 事者が にする 報 も ない

であろうことが され 事者はもちろん 育者も心理的問題を え込みやすいであろうことなどがあ

られる。 って タンス ー に特 な心理的 を し 長期的な 研究も に入れた心

理的介入の をしていく きである。 

 

キー・ワード：MRKH タンス ー 性 DSD LGBT+ 

 

  

1．はじめに 

年 本においてもLGBTと れる性的な

マイ テ に関する 的な関心が高まり

ある。2003年には 性 一性障害をも 人々が

の性 を できる いわ る性 一性障害者

特例法が成 した。また いく かの 自

において 性 ート ーシップを る が

成 している（ ・中 2016）。トランス

ン ーなど性自 ・性 一性の問題や イ・

レ ビアンなど性指向の問題に いて広く さ

れ たが 的性の特 に関する性

・インターセックスに いてはあまり関心が

たれていない。 
学 の動きとしては 2017年に 本学

法学 員 ・ と教育にお る LGBTI の 利
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障 （ 本学 2017）が 言をまと

ており この報告 においては LGBTではな

く 的性 のマイ テ を表す I すなわ

ちインターセックスを た LGBTI の表 が

用されている。しかし 学 においても 性

・インターセックスに関する研究が 実し

ているとは言いがたい。 
一 で や などによって性 を

る は られてきた。自らも性 ・ア

ン ン 応 の 事者であり 1990 年代から

活動 支援活動を ってきた 本 氏は  
2008年に 性 障害の子どもたち 療

の現 というタイト の 事者やその

に 療 関等を 介する本を し 療 の

さを えている。「性 が ない 」とい

うこと という を いたのは 氏であ

る。30 まで 性として らしていたが 31
で性 の1 であるター ー の

を た。その な 高 生になったら

きが男性的になったのかということや

な月 期に いて理解したという。 氏は

現在 ッセイストや という 場から の

力を いた表現を用いながら性 を き

ている。このように 性 の 事者が自

己の を文 し 療 や ン ーにま

わる問題 を することにより 本におい

ても性 を に「実在」するものとして

理解していく が くられてきた。 
性 は 々な や が まれてい

ることから理解が しい である。 えて 性

や生 療に関わる であることが それをタ

ー する意 により を にくくさせている

とも えられる。本 では 性 の中でも

タンス ー に いてまと 先 的な

性 の欠 をも 性の心理的問題やその支援

に関して していく。 
 

2．性分 ・ ー とは 

 性 は 性 性 の発育が 的で

ある と される の である。性

は Disorders of sex development の とし

て DSD と表 されることも多い。これまで

インターセックスなどの用 が用いられて

きたが 的な意 を との意見があり

2005年に ア カ 児 学 とヨー ッ

児 学 が したコンセンサス にお

いて 名 の が されたという がある

（ 2014）。 本では 2008年に の

を 動きが本 し DSDすなわち 性

という名 が われ ている。またその に

ち上 られた 生 にお る研究 「性

の実 と 解 ならびに 的

・ 療指 の 成に関する研究 」の 2009 年

の報告によると 性 の 的な発生

は の文献上のデータから 4,500 人に 1
人と されているものの な 者 は

であるとされている（性 の実 と

解 ならびに 的 ・ 療指 の 成に関

する研究 2009）。 
 性 は 70 上の 性 ・ 性

・性 ン などの組合せであり その

は多 に る。 本 児 学 性 員

が した性 の 要な の1例に

性 常に伴うもの 46 XY性

46 XX 性 に るものがある（  
2008）。 

 に をあ ると 性 常に伴

うものとしては ター ー やクライン

ター が 46 XY性 としては

アン ン 応 などがあ られる。 本 児

学 によると アン ン（男性

ン） 応 にはその によって と

ライ ンスタイン 男性 に

される。 は 在するが（

では ）ミ ラー管 による
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物（子 ）は 在しないた 月 である一

発育はある。 では 性 は に 性

であり 性 も 性的である。

では 大 合などの男性

が られる。 児として 育された場合

成を い 思 期 は 性 ン

である スト ンの補 を う。 は

の スクがあるた に うが アン

ンから された スト ンが第 性 を

導するた 思 期 の は る きであ

るとの意見もある。また男児として 育された場

合では 成 や を う（ 本

児 学 2014）。 46 XX 性 に

は 性 （ ） 常などがある。 され

た 的性 に合わせて 要とされる 成

を い 性 と なる性 ・性管 成が

られる性 は することが多い。男児として生

育し を する場合には男性 ンであ

るテストステ ン 療を うことがある。 
このように 性 は 時には 性 と

性 の 一 が また 生時から生育してきた性

と 性 の 一 が られることのある で

ある。思 期 性 ンの補 療法が 要

となる場合が多いのも特 である。 
的な性 においては の が重要

となる。さらに 子どもの ン ー・アイデン

テ テ の や 育する性 の に向き合

う 育者の心理的 担も 常に大きいものである。

法 員 や 合人 員 成員

び 者たちが に いて 論し 成され

た 的にもっとも 的な LGBTI 利 障

文 「 カ タ 」においては 本人

の意思に かない への 療的介入は 親の

意があっても人 害になると指 し は

す てに いて本人の自己 に ねられる き

人 に するとしている（ 2007）。
を る子どもにとっては 性 の や 成

の時期や質などにより 的 担はもちろん

心理的 担が なってくる。性 （

アン ン 応 2 人, アン ン

応 1人 性 成6人 性

成7人 性性 2人）をも 15
人の児 期・ 年期にお る 性 の や心理

的 を した研究（Zhu et al., 2012）による

と 性 の子どもたちにお る心理的

は コント ー の子どもたちに 問題を

えた であった。心理的問題の例の１ は

スを した2人が 期に スを っ

たことでトラ マを え ており その 児

として育てられることに を感じていた。

ン ー・アイデンテ テ に関わる問題も発生し

やすいた 長期にわたる心理的な援 が 要で

あると 論 ている。 
 
3． キ キー 群とは 

タンス ー とは 先 的な の一

もしくは 欠 び 子 欠 を伴う であ

る。 を えて生まれてくる 児は の

人 でみると では年 およそ120人と

される（木 2015）。 
性 の3 のうち タンス ー

は の46 XX性 に される。

は46XX と 常 性 が 管 子 や

の上 3 の１に するミ ラー管の 常

によって起こる であるとされている。ミ ラ

ー管とは 児期において性の にま わる

である。 性では 児期の第 10 になる

と 男性の性 に ながる 管が す

る一 ミ ラー管が発達し 管 子 を

成していく。 タンス ー の 性は そ

のいずれかの で ミ ラー管が発達しなかっ

たと えられている。性自 は 常 性である。 
タンス ー は 30%に 障害

多指 門 などを合 し 生児

児期に合 の 査の で発見される場合

もある。特に が１ 成であるなど
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の合 が多くみられる。これは 中 中

という じ から の や

ミ ラー管など生 の生 へと するた

である。この な である と生

を とまと にし 生 （Urogenital 
system）とする も されている。 
特に 著な合 がない場合 生からし ら

くは気 かれず成長していく。しかし タン

ス ー の 性は 第 性 期になると

の発達はみられるものの を迎えない。 っ

て 多くの場合は 思 期 に 院に き

される。この 思 期 に を るという

が タンス ー の大きな特 である。

は に関わるような ではないた

とされる 療はない。そのた 院

する 要性がなく 療との がなくなりがち

である。 
また 性 の多くは 児 で わ

れることが多いた 思 期 に発見されがち

な タンス ーは性 の中でも ーカ

スされにくい。性 の多くの で 要と

される性 の しさもなく ン ー・ア

イデンテ テ も らがないた 心理的な支援

からも かりがちである。性 の学

なども 児 の 場から かれ タン

ス ー は取り上 られないことがある（例

え 大 子 合 療センター 2014）。
タンス ー は こうした理 から 性

のなかでも特 性をもった といえる

であろう。 
 
4． 的観点 

 Patnaik et al.（2014） は タンス ー

を 学の から 的 でまと ている。

この研究をもとに タンス ー の

の をみていきたい。 
か 代まで 的に ると 紀 460年か

ら377年に活 されたとされる 代 シアの

であった クラテスが 著 である On 
the Nature of Women において の に言

している。この には タンス ー は

と されていた。それから 多くの

研究者たちが この の解 に み てきた。

代では 1829年にMayerによってはじ て文

献に されている。1830年には ミ ラー管の

名 の となった Muller が 動物の生

の発生学に いて し 生 の は 発生

の障害によって引き起こされることが発表された。

1838年 Rokitansky は システ の 要性

に を てたうえで 例報告を発表し 1910
年 Küsterは に関する のレビ ーを

いている。その中で ・子 の欠 と ・

の の関 に言 している。 
Mayer-Rokitansky-Küster-Hauser 

Syndrome: MRKH（ タンス ー ）と

いう現在の名 は Georges Andre Hauser によ

って 1961 年に生まれた 名であり タン

ス ー 研究の を った4人の研究者の名

（August Franz Joseph Karl Mayer, Karl 
Freiherr von Rokitansky, Hermann Küster, 
Georges Andre Hauser）から 名された。 
この Hauserは生 する 者21人の ース

をまと 発表しているが その時 では じく性

であるアン ン 応 との はな

されていなかった。 
 その 1979年には Duncanらによって

て ミ ラー管 の を する たな 法

である MURCS が 言された。MURCS とは

MUllerian duct aplasia Renal dysplasia and 
Cervical Somite anomalies（ミ ラー管 成

成 ）の である（

大学 性 データ ース 2011）。およそ30%
になんらかの合 があるとされる タンス

ー において 上 常

を伴う場合をMURCSとしており この 用

・ 法は現在でも用いられている。 
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的に見ると 紀 からその 在が さ

れていたが な特 が らかになってきたの

は20 紀 になってからである。 
 
5． 後の よ ・ と 理  

思 期 に された タンス ー

においては われる き な 療はない。一

性生活を るた に の や をす

る 事者も多くいる。 療による の

法としては 的 法や自 性 法など

がある。 的 法は イレーターと れ

る の を用いるものである。自 性

法はセックスを重ねることで を していく

法である。しかし どちらも 々の の長さに

よっては しい場合がある。また な 療法

としては 1 利用法 2 ・

3 人 4 S 利用法 5
利用法（ Davydo 法） 6

利用法（開 ）の6 があ られる。現在は

利用法を 用する 療 関が多いようで

ある。 
PubMedで rokitansky” psychosocial”とい

う2 を ー とし される論文の

を した された16本のうち 「

の 法や 要性の 」が8本 （Cheikhelard
2018; Leithner et al., 2015; Labus, 2011; Gatti
2010; Langer 1990; Bau 1984 Janisch 1984  
Heidenreich,1976）「 の 介」3 本

（Kuessel, 2016; Mishra, 2016; Parsons, 2002）
であり タンス ー の心理的問題を中

心的に した論文本 を かに上 った。 
例え ランスの タンス ー 研究

ープの報告（Cheikhelard et al., 2016）では

の ・ 成法に いて 131人（平 年 26.5
5.5 ）の タンス ー の 性を調査

することで 療の質 法の 性を して

いる。研究には 性の性 を調 る質問 で

あるThe Female Sexual Function Index（FSFI）

Rosen et al., 2000 と性的 を調 るThe 
Female Sexual Distress Scale – Revise 
（FSDS-R）（DeRogatis et al., 2008）が用いられ

ている。FSFI性的 指 まり性的

に関する においては 性 による自

に と イレーターによる 療

が 意に かった。FSDS-R性的 指 に い

ては と性 に て イレーターの

療 が 意に高かった。これらの には

の長さが していたことは イントである。

では 42%は の 療を 要とし

合 が34例あった。 論として イレータ

ーによる の あるいは性 による の

と し 広く われている による は

特に れているとはいえないとし は第

2 療とす きであるとしている。 に

タンス ー の 時および を う

には心理カ ンセ ン が であるとまと

ている。 法を する であっても

されたす ての論文が心理的支援の重要性に言

していた。 
 
6． キ キー 群と生  

を すものの子 のない タンス ー

性において 本 で自 の 子を用い

た子を という は事実上 在しない。 
の タンス ー に関わる生 療

の事例としては 長 の マタ テ ク

ックにおいて タンス ー の 性との

いをきっか として 院した子どもを

性を 子 者とし その実 や実 などの親

が した代理懐 が2001年から2014年まで

に 21 例実 されていることが 表されている。

この事例を って に する 療 で

ある代理 実 への 念を した 本 人

学 や 者たちが 代理懐 の を問

うこととなった。その 本 人 学 では

改 て の4 から 本 お る代理懐
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を ない を している。それは 1）生

まれてくる子の を 先する きである 2）
代理懐 は 的 性・ 的 担を伴う 3）

関係を にする 4）代理懐 は倫理

的に が していると られない の

4 である（ 本 人 学 2003）。 
 一 2008年 法務大 と 生 大 の

のもと 生 補 療に いて した 員 は

「 の や生まれる子の 利・ を 重し

学的 倫理的 法的 的問題を する

要性などにかんがみ 先 的に子 をもたない

性 び 療として子 の を た 性に

を した 重な管理の での代理懐 の

的実 （臨床 ）は されてよい」と 言し

ている（ 本学 生 補 療の在り

員 2008）。 
しかし 事実上 本で われていない代理懐

を 代理懐 が られた や で高 の代

を って う が を たないのが現 であ

り ア アや などを中心に 目的で代理

を う ー ントや代理 の 在が問題

され 実 に代理懐 にま わるトラ が

問題 してきた現実がある（ 本 「ク

ー アップ現代」 2014）。 
さらに 子 を することにより 子 のな

い 性本人が ・ をする子 の研究も

進んでいる。2018年11月の時 で では

なくとも 54 例の子 が われ これまでに 
13 名の子どもが 生している。その とんどが

タンス ー 性への である。

では 2018年11月 応大学の ー が子

の臨床研究の を 本 人 学 に

した（ 2018）。また 名 第

院も 院 に子 を するプ ク

ト ー を発 したと発表している（

2017 本 2017）。 
 

Ⅱ キ キー 群の 理的支援 

1． 理的支援の 要性 

 これまで タンス ー の がどの

ようなものか またどのような研究 があるのか

を見てきた。 に タンス ー の 性

の心理的支援の を った先 研究や 言をみ

ていきたい。 
2007年にイ スで われた研究では タ

ンス ー の 性・臨床 66 人と 常

31 人を にして心的ストレスの が さ

れた。その タンス ー の 性に

は 著で 的な心的 と自 心の また

の発生のしやすさがみられ 臨床心理学

的介入が 要であると されている

（Heller-Boersma, Edmonds & Schmidt, 2007）。 
ア カの 年 管理 員 が 成した

ミ ラー管 発生（ ）の 管理および

療 に い て の 意見 （ Committee on 
Adolescent Health Care 2018）では ミ ラー

管 の 生 に関わる の心理的 を

す きではないとしている。ミ ラー管 発

生のす ての 者にカ ンセ ン を し ピ

アサ ート ープへの 介を 的にすす る

こと 専門 を 院への 介をする きで

あることを く している。多くの 者が う

を し 性のアイデンテ テ に 問を

し であることに ものであり

や 人に どう のことを えてい いい

のか し とし 一 で 育者と い関係を

き や 人と気 ちを共 することが

に 向きな感 を生み す も れた 子

であるとまと ている。そのた じ 場を共

できるピアサ ートに な ることは 用であ

り を える本人はもちろん 育者をカ

ンセ ン することで 育者自 の気 ちに向

き合ってもらい を 子どもたちに より

いサ ートができるようになることは であ

ると 言している。 
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2． キ キー 群に る 理的問題

の特  

本 は タンス ー の 性たちへの

心理的支援の在り を するものである。 っ

て タンス ー 性の えやすい心理

的問題や タンス ー であることでど

の な におかれているのかをみていきたい。 
タンス ー の大きな特 の と は

思 期で を るというものである。 タ

ンス ー の 性たちは 多感な時期に

を ることになる。 
また 見からは からないこの において

タンス ー の 性は の人々に

自 の感 や を ことに いて える し

さを えている。マイ テ 研究（ 2008）
という 場で えると 見からはその心の

が からない上 人 や でも 感 を

し 本 の自己をさら すことが である

が心理的 をより大きくするであろうと

される。性 の 事者である （2003）
は「 の一 デ ートな された のこと

を言えないた に い も を いているような

気がしたり 本 の 人が もいないと思うこと

もある」と ている。 タンス ー の

性の場合では 性 で に り広 られ

る月 の や ・ などのライ ステー

の などに し どのように しているのかで

ストレスの 合いも なるであろうことが えら

れる。ア カにおいて21 から31 の9人の

タンス ーの 性に 人たちや 人などに

に いてどのように自己開 するのかを

した研究がある（Ernst et al., 2016）。これは

を用いて を ったものであるが そ

れによると 多くの 者はどのように 者に

に いて してい いいのか の 特に

ア イスは ていない。しかし その とん

どの 者が カミン ア トに いてのカ ンセ

ン を ていたかったと ている。一 で

見えるマイ テ と見えないマイ テ とい

う からは 見えないマイ テ は に

からないからこそ 自 の多 との いを 開

することも にすることも自 自 で

であると指 されている。 のことを えず

に生きることは「多 として 用する（ スす

る）」という意 から ッシン と れている

（ 2017）。このように 見からは から

ないからこその心理的 がある 自 の意

思でカミン ア トするかどうかを できる

とも えられる。 
さらに 親との関係性に いて調査したもの

もある。 ースト アにお る じ 法の

を た 10 人の タンス ー 者

の臨床 と 20 人のコント ー 性の で

は された質問 Parental Bonding 
Instrument（PBI）（Reck 2006）が用いられ

た。この質問 は 16 までに した 親の

育 を にしたがって 的に調査するも

のである ・大 2009 。その

タンス ー 性はコント ー に

親による の アが 意に高い となった 
Leithner et al., 2013 。 子ともに により

心理的に多大な があるものの で

的な 子関係が されているとしている。 
 
3． キ キー 群の 性に対する 行

動 法研究の一  

LGBTへの 動療法に関して LGBTの

や みに しクライ ントの自動思 を特

する には マ テ 向 にできている

で 実 に 利や を感じながら生きるマイ

テ としての自己 のしにくさを 意してお

くのがよいと指 されている（ 2016）。で

は タンス ー の 性では どのよう

な支援が 的であるのか。 
イ スの研究である タンス ー

の 性に する 動療法の ープ療法
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（Heller-Boersma et al., 2007, 2009）を 介した

い。2007 年 39 人の タンス ー の

性を 19人の 動療法 と20人のコント

ー （コント ー の 性にも じ

動療法が された）に 1 ープ 5
人から7人で8 （平 5.7 ）の 動

療法を した。 療 療 7 療 3
か月に質問 調査を い その心理 的 の

改 を している。この研究では 17 上の

タンス ー と された 性を と

し のやり取りに支障のある人 自 が

あった人 セラピーを た かりの人は いて

いる。この デ においては タンス

ー の 性が 月 からはじまり ・

療などの に する 々な人 とのやり取り

（ の 応 人や ート ー）を し

て 成される 要な心理的問題「自 を のな

い 性と える感 」を指 している。その上で

動療法の としては タンス ー

を える 性にとって さをもたらす 3
のプ セスをあ ている。その 3 とは 「

な プ セスの （ を されない

一 にしか ーカスされない等）」「 タン

ス ー に特 であり 自 自 の 性とし

てのアイデンテ テ に組み込まれた ガテ

な を引き起こす 事（ は 力のない 性

はおかしい は されない）」「自らの 性性

に する 心や 々な の感 を らそうとす

るた に生じる 多 に る な 的・

動的な （親 さを する でいようと

したり スー ー ーマン であろうとすること

で自 の欠陥であると している を補 す

る）」である。 動療法のセッシ ンも これ

ら 3 のプ セスに向き合うようデ インされ

「 を た時」「性生活 に いて」「生

力の 」など セッシ ン に タン

ス ー に関 する なるトピックを取り上

ていく。 療が進 に れ 自の に合わ

せた自己 念を していくように し 的

には 自 の に意 を見 せるように みた。

また ープ療法の期 中には 自 の感 を

す課題が されていた。 
なア トカ 指 には SCL-90-R の The 

Global Severity Index（GSI）（Derogatis 1992）
が用いられた。また その かのア トカ 指

に は The Rosenberg Self-Esteem Scale
（Rosenberg 1965）, The Impact of Events 
Scale（IES）（Horowitz et al., 1979） The Short 
Version of the Inventory of Interpersonal 
Problems（Barkham et al., 1996）が用いられた。 
その 動療法 は 心理的 が

意に改 した。 って一 の 動療法 ー

プセッシ ンは タンス ー の 性に

する 的なサ ートとして 用であるとして

いる。 えて この みによって られた ッ

ー は 先 的 的であることを問わず

人 の心理的介入にも 用 であるとし

た。その とは 発性 がん

年性子 がん 性 ター ー

や アン ン 応 など

であり これらの や においての心理的

は 性にお る自己や 性性への感 という

では タンス ー と する

があるのではないかとまと ている。 
タンス ー の 性を えると こ

のような ープセッシ ンを して 思いを共

する相 がいること自 が意 を ことも

えられる。また 療のできない という

からも と向き合っていく あるいは し

ていく において ープ療法の が期待

でき るものであろう。 
 

Ⅲ 考察 

1． キ キー 群 性の 理的支援の

     

では 在するものの 本にお る
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タンス ー の心理的 アに関する研究は

なされていない。性 び ン ーの

多 性への理解 も によって なる中 本に

お る心理的 を研究する 要性がある ろう。

また タンス ー を取り巻く や

子 などの 学的研究は進 一 で

タンス ー 性の実 の 本的な 報

特に臨床心理学的 からの先 研究が ない現

がある。 法の 報のみが先 し が

されていくことには の 念を感じ るを

えない。 
上のことから タンス ー の心理

的支援に な ていくた に 今 の５

の から研究や を る きであろうと

える。 
1 目は 見からは 見えない である

タンス ー 性の人 関係にお る心

理的 の研究である。 タンス ー を

える 性たちが とのやり取りの中でどの

ような心理的 を感じているのか 見えない

ことが与える を する 要がある。 
2 目は タンス ー 性の 性性

に する自己 の と心理的 である。

性の でもある子 の欠 また性 への

や 性の 力を ち合わせて生まれてこ

なかった たちのその事実が与える心理的

を調査していく 要がある。 
3 目は タンス ー 性にお る

ート ーとの関係性に いてである。 的な

子どもが てず また性 に支障がある 性

があるた これらの問題を ート ーとの で

らかの で っていく 要がある。 たちが

関係また 関係を する にどんな心理

的問題が生じるのか ま に らかになって

いない。 
4 目が タンス ー 性とその

育者 特に 子関係の特 である。 を って

生まれた子どもに する 育者の心理的 担は大

きいものであるが タンス ー の場合

はどうであるのか。また の研究（Leithner 
et al.,2013）では 親の 育 を子どもの

から調査した タンス ー 性

はコント ー に 親による の アが

意に高い となった。 タンス ー

にお る 育者や の心理的な支援を えて

いくた にも この が たして タンス

ー の 子関係の特 を表しているのか

また 子ども（ タンス ー 事者）は

な 「 親による ア」に して の高い

をしたのかを らかにする 要がある。 
5 目が タンス ー 性にお る

とその の が す心理的 （サ ー

ト の を える）である。思 期にお る

が多いこの において どのように を

どのように自 の に いて るのかが

その の心理的なあり に大きな を与えるこ

とが えられる。さらに の 療 関や自

ープなどとの関わりが 心理的な を

させ るのかを調査することにより 心理的支

援の介入の在り を していく 要がある。 
 
Ⅳ 結  

タンス ー は 気 かれない

であり 学的な において性 の1
ではあるものの その中でも特 性のある で

ある。 に となる 療がなく 多くの場

合 生時には発見されることがない。 療から

しやすく 事者が にする 報 も ない

ことが され 事者はもちろん 育者も心

理的問題を え込みやすいであろうことが えら

れる。 って タンス ー に特 な心

理的 を しながら 長期的な 研究も

に入れた心理的介入の をしていく きであ

ると える。 
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